
○ 本地域は、八戸市北部の五戸川流域の水田地帯で、駆除が難しい特定外来生物オオハンゴ
ンソウの群生が見られるようになり、地域の生態系への影響が危惧されていた。

○ 平成20年度から始めたオオハンゴンソウの駆除活動を、本制度により継続的に実施するととも
に、植栽活動や啓発・普及活動も実施。

○ 継続的な駆除活動と啓発・普及活動により、地域住民の生態系保全等に対する意識が向上
し、オオハンゴンソウ群落も徐々に減少している。

新和地区資源保全隊（青森県八戸市）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

外来種の駆除による生態系の保全

【地区概要】
・取組面積 23ha （田23ha）

・資源量 開水路7.1km、農道4.8km

・主な構成員
農業者、自治会、改良区、
小学校PTA

・交付金 約１百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

○ 継続的な啓発・普及活動により、地域住

民の生態系保全に対する意識が向上。
活動参加者は一定程度確保できており、
近年は30名を超える地域住民が作業を
実施。

○ 毎年、確認されたオオハンゴンソウを全

て駆除することにより、地区内のオオハン
ゴンソウの群落が徐々に減少。

○ 平成20年度から、市内の各地でオオ

ハンゴンソウが見られるようになったこ
とから、駆除活動を継続的に実施（毎年
９月頃に年１回実施）。

○ 駆除活動等、本組織の活動内容を地

域に紹介する広報誌を発行（年１回）し、
啓発・普及を行っている。

しんわ はちのへし

都市的地域

広報誌「保全隊新聞」 看板による活動紹介
オオハンゴンソウの駆除活動オオハンゴンソウ

○ 本地域は、八戸市北部の五戸川流域

に位置する市街地に隣接する水田地帯
である。

○ 平成14年度頃から、特定外来生物で

あるオオハンゴンソウの群生が見られ
るようになり、地域の生態系に影響する
ことが心配された。

○ オオハンゴンソウは、繁殖力が旺盛で、

スコップ等で根ごと引き抜く必要がある
ことから、駆除には大きな負担がかかっ
た。

【毎年の駆除量：30L入りゴミ袋×20～30袋】
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